
｢和歌山県動物愛護管理推進計画(素)」に対する意見提出手続（パブリック・

コメント）の結果とご意見.ご提言に対する和歌山県の考え方

平成２０年３月２１曰

和歌山県では、「和歌山県動物愛護管理推進計画（素案)」について、平成２０年２月１曰か

ら２月２９曰の間、ホームページ等を通じ県民の皆様のご意見等を募集したところ、１６９人、

１団体から合計１６７件（メール：１６３件、ＦＡＸ：３件、手紙１件）の貴重な

ご意見．ご提言をいただきました。

県では、いただきましたご意見等を参考にし、計画策定させていただきます。

ご協力ありがとうございました。

代表的なご意見等に対する和歌山県の考え方につきましては、以下のとおりです。

‐１－ 

箇所 亡罵i見・こ提＝の内否；（妄言） 和歌山県の考え万

現状と課題 動物の殺処分方法を，個体ごとの麻酔薬に

よるものに変更すること。

保健所職員に対する教育を強化すべき。

(類似意見１３４件）

動物を取り扱う保健所職員に対する教育を

強化すべき。

法律を改正すべき。

弓|取りの持ち込みを制限すべき。

六JａこのSlHXIリチZ3(j科包局召貝'一誼疋ｇへ

き。（類似意見１３０件）

｢動物の殺処分方法に関する指針（環

境省告示)」に基づき、処分方法を実

施しています。麻酔薬|こよる処分方法

については、状況にliUiじて検討してま

いります。

現在も獣医師の資格を有した職員を

配置しており，研修等を通じて今後と

右資質の向上に努めてまいります。

必要に応じて国に要請してまいりま
す◎ 

持込者に対し事I情聴取し、やむを得な
い場合に限り、弓|き取っております。

目|き取って譲渡又は処分を行う経寶に
基づき算定しており、むやみに高額な
設定はできないと考えております。

具体的な

数|直目標

犬ねこ目|取頭数の数|直目標は７０％以下

のI直とすべき。

関係者と連携し，殺処分数をＯ|こするとい

う取り組みを行うべき。（類似意見１４
１件）

国で策定した基本指針|こ即して目標

を設定していますが，今後の達成状況

をみながら５年後の見直し時に検討

いたします。



－２－ 

施策１ わうくらすの拡充をすべき(学校数の増加）
(類似意見１件）

ボランティアの活動に収入を得るよう|こす
る｡ 

保健所や動物愛護センターに収容された

動物を老人ホームや学校に導入し，教育等

に利用しつつ動物の生存の機会を広げる
べきへ

殺処分の現状について市役所、図書館、

回覧板を利用して公表すべき。

｢生命」に関する教育を実施するために，
JIl学栫筈での軍､物詞善存権准すべき岳

動物の不適切飼育|こよる迷惑行為や，飼育
放棄を含む虐待や遺棄|こ関する対応マニ

ュアルの作成を記載すべき。（類似意見

１３０件）

行政発行の広報誌等による普及啓発活動
の拡大を記載すべき。（類似意見９件）

施策１１こ記載しています。

費用負担は困難と考えます。

譲渡事業において､対応しております。

啓発事業等の施策のなかで、必要|こliDi

じて対lIUiします。

施策１において動物愛護精神を昔及し
てまいります。

法律により、適正に対応してまいりま
す｡ 

施策１１こ記載しています。

施策２ マイクロチップ装着を義務化すべき。（類
(以意見５件）

マイクロチップ装言を特定動物以外への装
善を推進するべきでない。（類似意見５９）

マイクロチップ装書には安全性を確認すべ
き。（類似意見６０）

｢しつけ方教室」を頻繁に開催すべき。

虐待や遺棄が発覚した場合は継続的な指
導や所有権剥奪等の取締りの実施につい

て記載すべき。（類似意見１３０件）

動物の遺棄，虐待への対応・通報義務を記
載すべき。（類似意見６件）

登録及び予防注射が実施しやすい仕組み
の構築を記載すべき。（類似意見９件）

動物を繁殖させ，売買する場合は|固人であ
っても動物取扱業の登録をさせること。ま

た繁殖|こ使用する動物に関して制限を設

けること。（類似意見１３６件）

動物取扱業の登録条件をもっと厳しくす
べき。（類{以意見６８件）

現在の法制度や経済的負担を考慮す
ると，義務化することは困難ですが６

犬については鑑札の装言にあわせて，

また，ねこ'こついては迷子札の装薑に

あわせて推進してまいります。

マイクロチップは、遺棄や逸走した場
合の飼い主の特定に有効であると考え
ています＿

マイクロチップの不具合情報等の収集
に努めてまいります。

施策２１こ記載しております畝利用者
の利便１住等を考えて開催してまいりま

す。

適正飼震を指導するとともに悪質な

案件については警察部局との連携を

図り対処してまいりたいと考えてお

ります。

動物愛護推進員制度を活用して、対応
したいと考えています。

関係機関と連携し，登録及び予防注射
の推進について取り組んでまいりま
す。

動物取扱業の登録については，現行で
もご意見のとおりの運用をしており

ます。また、繁殖|こ使用する動物に係

る制限はできませんが、適正飼雷を

指導してまいりたいと考えておりま
す。

法に定められた条件の遵守を徹底し
てまいりたいと考えております。



－３－ 

施策２ ショーケースでの生体販売は止めるべき。
(類似意見Ｓ件）

ペットショップやインターネットでの生
体販売を中止すべき。

動物取扱業者への立入指導を強化すべき。
(類似意見５件）

悪質な動物取扱業者に対しては勧告・命令
を適切に実施すべき。（類似意見１件）

動物の適正飼養について，業者が販売時等
に不妊去勢措置やしつけ方等についてき

ちんと教えることが必要。

プリーダー等繁殖業者から出荷された曰を
表示するよう指導すべき。
(類似意見８件）

多頭飼震音の監視指導を強化すべき。
(類似意見１３２件）

飼い主のいないねこの適正管理等につい
てのガイドラインを作成し地域での問題

解決を促すこと。（類似意見１４３件）

飼い主のいないねこの不妊去勢措置を行
政で実施すべき。（類似意見１件）

飼い主のいないねこの不妊去勢措置につ
いて助成金制度を構築すべき。

(類似意見１４０件）

公共施設などでの飼い主のいないねこ対
策の取り組みを推進すべき。公園や河)||敷

等で発生しているねこの問題に関して，関

係者が協力して飼い主のいないねこ対策

を行うことができるよう支援すること。

(類似意見１３６件）

飼い主のいないねこ'こ対するＴＮＲ活動
及び地域ねこ活動の推進を記載すべき。

(類似意見１３８件）

地域ねこ及び動物保護に関して明確なル
ールを定めること．（類似意見１３０件）

ねこの登録制

飼い主免許を発行

実験動物としての犬ねこ払い下げを禁止
する。又は実験動物をＯ|こする。

(類似意見３）

現行の法令で認められた販売方法で
あり，中止を求めることはできません

が，今後とも適正飼寶の指導を徹底し
てまいります。

施策２に記載のとおり監視指導を行
ってまいります。

施策２１こ記載しております。

施策２に記載しており，法律等に記載
された基準に基づき指導してまいりま

す。

｢動物取扱業者が遵守すべき動物の管
理の方法等の細目（環境省告示)」に
従いｷ旨導します＿

顛而可三瞠￣エ需冒奪看舅葹１ロモヨ
おり，今後は違反事例への措置を徹底

してまいります。

施策２に記載している｢地域ねこ対策」
で検討してまいります。

この課題については、研究してまいり
ます゜

ｂｌｌ ﾛ策２に記載のとおり動物の管理の通三春ｷ旨導し表すへ

本県では､払い下げをしておりません。
施策２１こ記載のとおり「ＳＲの原則」

を指導します。



－４－ 

施策２ 実験動物の苦痛を禁止する規定を策定す
ろ。（類似意見１３５件）

動物実験を県民へ公開する。

施策２に記載のとおり「ＳＲの原則」
を指導します。

施策３ 弓|取った動物はすぐ|こ殺処分することな
＜４週間程度飼養し，新たな飼い主を探す

こと。飼い主の判明しない動物については

飼い主を探すこと。（類似意見１３６件）

譲渡動物の条件の拡大（老齢、病気）

不妊去勢措置のための助成制度を導入す
ること。（類似意見１３４件）

弓l取動物，負傷動物，動物の死体の収容|こ
関する記録を取り，全国的なネットワーク

で情報を共有すること。

(類似意見１３０件）

目|取りを求める飼い主に対し，殺処分の映
像を見てもらう等，現実をきちんと教える

べき。（類似意見１３５件）

保健所や動物愛護センターに収容した動
物について，テレビ、インターネットでＩ肩

報を掲載すべき。（類似意見２件）

不妊去勢措置を義務化すべき。

(類似意見１３２件）

行政から譲渡する動物は，不妊去勢措置を
実施した後に譲渡すべき。

(類似意見１３１件）

犬ねこを目|取る際に不妊去勢措置の指導
を徹底すべき。

(類似意見１３１件）

動物愛護センターで弓|取動初の感染症検
萱を実施すべき。（類似意見１３０件）

収容施設等の現状を考慮すると，すべ
ての動物をご意見のとおりの期間，収

容しておくことは困難ですが，法の趣

旨に従いできる限り生存の機会を与

えるよう努めてまいりたいと考えて

おります。

要望|こ応じて対litiしています。

不妊・去勢措置は飼い主の責任である
ため、施策３１こ記載のとおり普及啓発
してまいります。

他府県の動向をふまえて、検討してま
いります。

適正飼蕾を啓発してまいります。

譲渡事業の充実を図ってまいります。

義務化することは困難です畝弓|取頭

数の削減に向けて普及啓発に努めて
まいります、

不妊・去勢措置については，飼い主責
任で実施すべきと考えており，必要性

を啓発してまいります。

弓l取頭数半減の目標を達成するため
に，従来以上に実施してまいります。

これまでも調査研究の一環として，感
染症検査を実施するとともに，必要に

I、じて、譲渡する動物へのワクチン

接種を行っており、感染防止に努め

ております。

鑑札の装言にこだわるのではなく，所有者
明示がなされること（迷子札等）に主眼を

おいた対策を講することが必要。
(類似意専．ク件）

犬への鑑札の装言は法令で義務づけ
られておりますが，合わせて個体識別

措置の普及啓発に努めてまいります。



－５－ 

施策３ 収容された飼い主の判明しない犬ねこに
ついて返還をすることを獣医師が協力する
旨存言P１劃すべ去一

施策３に記載のとおり、飼い主への返
還に努めてまいります。

施策４ 災害時に警察との連携を記載すべき
(類似意見１３４件）

避難所に動物専門救護スタッフを配置する
こと。

災害時に動物を保護すること。

関連する事案があれば、協力を要請し
ます゜

施策４１こ記載のとおり、関係団体と運

携します。

施策４１こ記載のとおり、関係団体と連
携し、動物の保護に努めます。

その他 特定動物を飼寶するにあたり、特定動物飼
震税を課すこと。

動物愛護宝くじを総務省へ申請すること。

特定動物飼養・保管許可|こ際し、適正
飼養が義務づけされております｡また、
宇期的渥藍ﾈ貝呑雲施|ﾉでまい、壬寸＿

施策について、研究してまいります。


